
長　 門　市　広　報 昭和３９年６月27 日 ( 土曜日)

２０１ 号
発行所　長門市役所
編集人　中村　寿男

県
下
市
町
村

交
通
無
事
故
の
競
争

お
互
い
が
交
通
ル
ー
ル
を

よ
く
ま
も
り
安
全
な
通
行
を

一
昨
年
か
ら
は
じ
め
ら
れ
た
交
通
無
事
故
競
争
月
間
は

こ
と
し
も
七
月
い
っ
ぱ
い
県
内
の
全
市
町
村
を
対
象
に

お
こ
な
わ
れ
ま
す
。

こ
れ
は
、
交
通
安
全
山
口
県
対

策
協
議
会
が
昭
和
3
7年
に
第
一
回

を
お
こ
な
い
、
こ
と
し
が
三
回
目

で
、
こ
の
競
争
を
す
る
こ
と
で
過

去
二
回
交
通
事
故
が
大
巾
に
少
な

く
な
り
、
今
年
も
、
さ
ら
に
減
少

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

こ
の
競
争
は
、
県
下
全
市
町
村

を
、
昨
年
の
交
通
事
故
件
数
に
よ

り
七
グ
ル
ー
プ
に
い
け
、
特
ブ
ル

ー
プ
ニ
位
ま
で
を
壺
彰
す
る
も
の

で
、
き
め
ら
れ
黠
採
点
基
準
に
よ

っ
て
審
査
委
員
（
委
員
長
、
県
警

察
本
部
長
）
が
き
め
ま
す
。

こ
の
期
間
中
は
も
ち
ろ
ん
　
い

つ
も
交
通
ル
ー
ル
を
よ
く
ま
も
っ

て
安
全
な
通
行
を
し
ま
し
よ
う
。

毎
月
一
日
は

交
通
安
全
日

国民年金だより 保
険
料
免
除
者

に
も
年
金
支
給

加
入
は
い
ま
す
ぐ

掛
金
も
キ
チ
ン
ト

国
民
年
金
に
加
人

し
て
い
る
方
は
す
で

に
多
く
の
受
給
者
が

生
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
と
し
の
五
月
か

ら
、
保
険
料
免
除
者

に
も
年
金
の
支
給
が

は
じ
ま
り
ま
し
た
。

万
一
、
ヶ
ガ
を
し
た
り
、
夫
が

死
亡
し
た
と
い
う
よ
う
な
不
慮
の

事
故
に
あ
っ
た
場
合
に
保
険
料
免

除
者
（
生
活
保
護
者
、
福
祉
年
金

の
該
当
者
、
生
活
が
苦
し
く
知
事

の
認
定
を
う
け
た
人
）
に
も
年
金

が
支
給
さ
れ
る
。

生
活
の
苦
し
い
方
は

保
険
料
免
除
申
請
を

こ
の
年
金
が
支
払
わ
れ
る
の
は

事
故
の
あ
つ
た
す
ぐ
前
の
保
険
料

祀
期
限
（
一
、
四
、
七
、
十
月
）

大
笹（
俵
山
）ト
ン
ネ
ル
完
成

長
さ
二
ニ
ハ
メ
ー
ト
ル

俵
中
坂
根
か
ら
日
置
村
畑
へ
通

じ
る
県
道
俵
山
古
市
停
車
場
線
（

総
延
長
約
四
、
五
キ
ロ
）
は
、
昭

和
二
十
三
年
か
ら
工
事
を
す
す
め

、
さ
ろ
六
月
十
八
日
全
線
開
通
し

ま
し
た
。

こ
の
工
事
は
、
二
十
三
年
か
ら

三
十
四
年
ま
で
に
日
置
村
側
（
三

三
二
九
メ
ー
ト
ル
）
を
、
三
十
四

年
か
ら
三
十
五
年
ま
で
に
俵
山
側

（
一
一
二
九
メ
ー
ト
ル
）
の
改
良

工
事
、
三
十
六
年
末
に
、
難
工
事

と
さ
れ
た
大
笹
ト
ン
ネ
ル
の
工
事

に
か
か
り
、
こ
の
ほ
ど
全
線
開
通

し
た
も
の
。

こ
の
ト
ン
ネ
ル
開
通
に
よ
っ
て

、
北
面
万
面
か
ら
、
下
関
、
北
九

州
方
面
に
通
ず
る
最
短
コ
ー
ス
と

し
て
、
農
林
水
産
物
な
ど
の
物
資

輸
送
や
、
俵
山
温
泉
へ
の
湯
治
客

に
は
、
た
い
へ
ん
よ
ろ
こ
ば
れ
そ

う
で
す
。

な
お
、
ト
ン
ネ
ル
の
長
さ
は
、

二
ニ
ハ
メ
ー
ト
ル
、
巾
五
メ
ー
ト

ル
。

の
前
月
ま
で
の
過
去
三
年
間
に
滞

納
せ
ず
キ
チ
ン
と
保
険
料
が
納
ま

っ
て
い
る
こ
と
が
条
件
で
す
。
た

だ
し
、
保
険
料
免
除
の
認
定
が
あ

れ
ば
そ
の
期
間
は
、
納
ま
っ
た
も

の
と
計
算
し
ま
す
。

「
忘
れ
て
い
た
」
　「
ど
う
で
も

よ
い
」
　「
苦
し
い
か
ら
」
と
国
民

年
金
に
加
入
せ
ず
に
い
る
方
は
、

い
ま
す
ぐ
加
入
の
手
続
き
を
。

ま
た
、
毎
月
の
掛
金
を
納
め
る

の
が
む
づ
か
し
い
方
は
、
保
険
料

免
除
の
方
限
も
あ
り
ま
す
か
ら
、

市
民
課
国
民
年
金
係
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

７
月
の
納
税
メ
モ

固
定
資
産
税
（
合
都
市
計
画
税
）

二
期
分

国
民
健
康
保
険
料
　
　

七
月
分

納
期
限

い
ず
れ
も
七
月
三
十
一
日
ま
で

商
業
統
計
調
査
実
施

商
店
、
飲
食
店
は
ご
協
力
を

７
月
１
日
現
在
で

通
商
産
業
省
で
は
、
こ
と
し
七

月
一
日
現
在
で
商
業
統
計
調
査
を

行
な
い
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
全

国
の
商
店
（
飲
食
店
も
含
む
）
に

つ
い
て
、
分
布
状
況
や
商
業
活
動

の
実
態
を
明
ら
か
に
し
、
商
業
政

策
を
た
て
る
う
え
の
基
礎
資
料
と

す
る
た
め
に
行
な
う
、
わ
が
国
の

商
業
部
門
に
関
す
る
唯
一
の
基
本

的
調
査
で
す
。

調
査
の
方
法
は
知
事
が
任
命
し

た
調
査
員
（
長
門
市
一
二
名
）
が

、
各
商
店
を
訪
問
し
調
査
内
容
を

説
明
し
た
う
え
で
申
告
者
に
調
査

票
の
記
入
を
依
頼
す
る
、
い
わ
ゆ

る
自
計
申
告
方
式
と
な
っ
て
い
ま

す
。
調
査
の
事
項
は
、

商
店
の
名
称
、
所
在
地
、
経
営

組
織
、
開
設
年
、
売
場
面
積
、

従
業
員
数
、
商
品
販
売
額
、
商

品
手
持
額
、
仕
入
先
割
合
、
販

売
先
割
合
、
営
業
経
費
、
営
業

設
備
な
ど
、
き
わ
め
て
基
本
的

な
も
の
ば
か
り
で
す
。

な
お
、
こ
の
調
査
票
は
、
統
計

法
に
よ
っ
て
、
税
金
や
そ
の
他
個

々
の
事
業
所
の
利
害
に
関
す
る
よ

う
な
目
的
に
は
一
切
使
う
こ
と
が

で
き
な
い
し
、
調
査
員
や
統
計
関

係
職
員
が
申
告
者
の
秘
密
を
他
に

も
ら
す
こ
と
も
固
く
禁
止
さ
れ
。

こ
れ
に
違
反
し
た
も
の
は
罰
せ
ら

れ
る
こ
と
に
な
づ
て
い
ま
す
。

こ
の
調
査
の
目
的
を
達
成
す
る

た
め
、
市
内
各
商
店
の
み
な
さ
ん

が
、
こ
の
調
査
の
趣
旨
を
十
分
理

解
さ
れ
、
調
査
に
対
し
て
積
極
的

に
協
力
い
た
だ
く
よ
う
、
県
統
計

課
で
は
望
ん
で
い
ま
す
。

国体ボート
長門女子八位に入賞

さ
る
六
月
七
日
か
ら
新
潟
県
下

で
ひ
ら
か
れ
た
第
1
9回
国
体
は
、

長
門
市
か
ら
、
高
校
相
撲
、
同
柔

道
、
同
ボ
ー
ト
、
陸
上
、
一
般
か

ら
長
門
青
年
団
男
女
の
ボ
ー
ト
が

出
場
し
、
そ
れ
ぞ
れ
健
闘
い
た
し

ま
し
た
。

な
か
で
も
、
昨
年
山
口
国
体
八

位
の
女
子
青
年
ナ
ッ
ク
ル
（
ボ
ー

卜
）
は
、
こ
と
し
も
大
い
に
が
ん

ば
り
昨
年
の
記
録
を
上
回
り
、
堂

々
八
位
に
入
賞
し
、
大
い
に
気
を

は
き
ま
し
た
。

（
写
真
は
、
長
門
市
駅
に
帰
っ
て

き
た
青
年
女
子
チ
ー
ム
、
右
か
ら

石
本
、
内
山
、
南
部
、
宮
本
、
南

野
の
各
選
手
、
手
前
は
斎
木
市
長

）

スポーツ 高
校
個
人
、
杉
山

く
ん
が
優
勝

長
門
大
津
相
撲
大
会

さ
る
六
月
二
十
一

日
水
産
高
校
で
ひ
ら

か
れ
た
、
第
４
回
長

門
大
津
地
区
相
撲
大

会
は
、
参
加
選
手
約

一
二
〇
名
が
参
加
し

て
熱
戦
を
く
り
ひ
ろ
げ
ま
レ
た
、

当
日
の
結
果
は
次
の
と
お
り
。

★
団
体
戦

中
学
校
　
①
深
川
中
Ｂ
　
②
菱
海

中
　
③
仙
中
Ｂ

高
　
校
　
①
水
産
高
　
②
美
祢
工

③
萩
商
工

一
　
般
　
①
三
隅
青
年
　
②
通
青

年
　
③
長
門
保
線
区

★
個
人
戦

中
学
校
　
①
奥
田
（
菱
海
中
）

②
村
田
（
通
中
）
　
③
赤

木
（
深
川
中
）

高
　
校
　
①
杉
山
（
水
高
）
　
②

中
村
（
水
高
）
　
③
片
岡

（
水
高
）

一
　
般
　
①
岩
本
（
三
隅
青
）

②
藤
村
（
三
隅
青
）
　
③

久
村
（
三
隅
青
）

気
象
警
報
灯
が
仙
崎
海
上

保
安
部
に
で
き
る

赤
は
強
風
．青
は
大
雨
警
報

仙
崎
海
上
保
安
部
で
は
、
庁
舎

屋
上
に
気
象
警
報
信
号
灯
を
、
さ

る
六
月
一
二
日
と
り
つ
け
ま
し
た

こ
の
警
報
灯
は
、
三
秒
間
隔
で

一
閃
光
を
発
し
、
夜
間
で
は
、
一

〇
マ
イ
ル
（
約
一
万
六
千
メ
ー
ト

ル
）
先
か
ら
見
る
こ
と
が
で
き
、

気
象
警
報
が
一
目
で
わ
か
る
便
利

な
も
の
で
、
地
元
漁
民
を
は
じ
め

、
多
く
の
人
だ
ち
か
ら
、
よ
ろ
こ

ば
れ
そ
う
で
す
。

こ
の
警
報
信
号
灯
は
、
下
関
地

方
気
象
台
か
ら
の
予
報
を
電
気
で

信
号
す
る
も
の
で

赤
色
は
、
強
風
注
意
報

青
色
は
、
大
雨
注
意
報

赤
、
青
色
両
方
の
場
合
は
暴
風

雨
警
報
を
し
め
し
ま
す
。

罪
を
憎
ん
で
　
人
を
憎
ま
ず

７
月
は
社
会
を

明
る
く
す
る
運
動

重
点
目
標

青
少
年
の
非
行
防
止
と
保
護
更
生

毎
年
七
月
一
日
か
ら
三
十
一
日

ま
で
の
一
か
月
は
「
社
会
を
明
る

く
す
る
運
動
」
が
、
全
国
的
に
く

り
ひ
ろ
げ
ら
れ
ま
す
。

罪
を
憎
ん
で
、
人
を
慣
ま
ず
。

の
た
と
え
ど
お
り
、
す
べ
て
の
人

が
、
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生

に
深
い
理
解
を
も
ち
、
ま
た
、
力

を
あ
わ
せ
犯
罪
の
予
防
を
し
、
犯

罪
の
な
い
明
る
い
社
会
を
き
ず
こ

う
と
す
る
の
が
こ
の
運
動
の
ね
ら

い
。こ

と
し
の
重
点
目
標
と
し
て
は

「
青
少
年
の
非
行
防
止
と
保
護
更

生
」
に
力
を
そ
そ
ぎ
、
青
少
年
非

行
の
増
加
、
粗
暴
化
、
集
団
化
、

非
行
年
令
の
低
下
な
ど
増
加
一
途

を
た
ど
つ
て
い
る
こ
れ
ら
の
犯
罪

を
み
ん
な
で
、
こ
と
に
家
庭
内
か

ら
防
止
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す

こ
の
運
動
の
行
事
の
一
つ
と
し

て
長
門
市
で
は
、
大
体
つ
ぎ
の
よ

う
な
計
画
を
し
て
い
る
。

①
７
月
２
日
に
、
市
広
報
車
に
よ

り
市
内
を
巡
回
広
報
を
す
る
。

②
青
少
年
の
非
行
防
止
を
は
か
る

た
め
、
関
係
機
関
、
団
体
な
ど

が
あ
つ
ま
つ
て
座
談
会
を
ひ
ら

く
（
日
時
未
定
）

③
青
少
年
を
飲
酒
、
喫
煙
の
害
か

ら
守
る
た
め
、
市
内
飲
食
店
、

た
ば
こ
小
売
店
に
ポ
ス
タ
ー
掲

示
の
協
力
を
求
め
る
。

④
青
少
年
に
ス
ポ
ー
ツ
の
奨
励

戦
傷
病
者
の

皆
さ
ん
へ

こ
の
た
び
、
戦
傷
病
者
の
た
め

に
『
戦
傷
病
者
特
別
援
護
法
』
と

い
う
法
律
が
で
き
、
き
よ
ね
ん
の

1
1月
１
日
よ
り
施
行
さ
れ
て
い
ま

す
。こ

の
法
律
は
、
戦
争
の
た
め
に

負
傷
ま
た
は
病
気
に
か
か
っ
た
人

た
ち
を
療
養
の
給
付
な
ど
に
よ
り

援
護
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
で

き
た
も
の
。

現
在
、
そ
の
手
続
き
と
し
て
、

山
口
県
庁
援
護
課
で
、
戦
傷
病
者

に
対
し
て
本
人
の
申
請
に
よ
り
戦

傷
病
者
認
定
票
（
旧
戦
傷
病
者
証

明
書
に
か
わ
る
も
の
）
を
交
付
し

て
い
ま
す
。

認
定
票
の
交
付
を
受
け
て
か
ら

援
護
で
あ
る
療
養
の
給
付
、
国
鉄

無
賃
乗
車
引
換
証
の
交
付
等
が
受

け
ら
れ
る
こ
と
に
な
つ
て
い
ま
す

か
ら
、
ま
だ
の
方
は
至
急
、
市
福

祉
事
務
所
、
傷
い
軍
人
会
支
部
、

県
援
護
課
へ
お
た
ず
ね
下
さ
い
。
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こ
ど
も
に
愛
の
ひ
と
こ
と
を

夏
の
青
少
年
を
守
る
運
動

７
月
１
日
か
ら
８
月
末
ま
で

７
月
１
日
か
ら
８
月
末
ま
で
の

２
ヵ
月
間
、
「
夏
の
青
少
年
を
守

る
運
動
」
が
全
国
的
に
く
り
ひ
ろ

げ
ら
れ
ま
す
。

こ
ど
も
は
社
会
の
こ
ど
も
、
み

ん
な
で
い
つ
し
よ
に
健
や
か
に
育

て
ま
し
よ
う
。
そ
の
た
め
に
次
の

呼
び
か
け
を
実
行
し
ま
し
よ
う
。

・
朝
起
き
た
ら
…
…
〃
お
は
よ
う

・
お
て
つ
だ
い
や
よ
い
こ
と
を
し

て
い
る
こ
ど
も
を
見
た
ら
…
…

”
よ
く
や
る
ね
〃
〃
い
い
子
だ

ね
々
〃
あ
り
が
と
う
〃

・
こ
ど
も
が
依
頼
心
を
起
こ
し
た

ら
・…
：
〃
自
分
の
ご
と
は
自
分

で
し
ま
し
よ
う
〃

・
遅
く
ま
で
遊
ん
で
い
た
り
、
ウ

ロ
ウ
ロ
し
て
い
る
こ
ど
も
を
見

た
ら
：
：
〃
早
く
家
へ
帰
り
ま

し
よ
う
〃
〃
家
で
心
配
し
て
い

る
よ
〃

・
あ
ぶ
な
い
遊
び
場
所
、
い
け
な

い
遊
び
の
こ
ど
も
を
見
た
ら
…

”
あ
ぶ
な
い
よ
タ
ク
あ
つ
ち
べ

い
こ
う
ね
″
ｔ
そ
ん
な
遊
び
は

い
い
か
ね
々

今
横
断
歩
道
で
手
を
あ
け
な
い
こ

ど
も
を
見
た
ら
・
…
：
〃
手
を
あ

げ
ま
し
ょ
う
〃

・
危
険
な
通
行
を
し
て
い
る
こ
ど

も
を
見
た
ら
…
…
〃
右
側
を
通

り
ま
し
ょ
う
〃
〃
あ
ぶ
な
い
よ

こ
の
呼
び
か
け
は
、
い
つ
で
も

、
だ
れ
で
も
、
ど
こ
で
も
実
行
で

き
ま
す
。
明
る
い
顔
で
、
は
ず
ん

だ
み
じ
か
い
ひ
と
こ
と
が
、
こ
ど

も
た
ら
の
心
に
す
が
す
が
し
い
風

を
送
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

ま
も
な
く
楽
し
い
夏
休
み
で
す
。

計
画
的
な
夏
休
み
は
こ
ど
も
た
ち

の
人
生
を
豊
か
に
す
る
で
し
ょ
う

そ
れ
に
は
ま
ず
、
す
べ
て
の
お

と
な
が
、
こ
ど
も
と
い
つ
し
よ
に

話
し
合
い
、
こ
ど
も
に
や
さ
し
く

呼
び
か
け
て
下
さ
い
。

こ
ど
も
を
水
の
事

故
か
ら
ま
も
ろ
う

つ
ゆ
あ
け
と
と
も
に
、
本
格
的

な
夏
が
き
ま
す
。
夏
の
お
と
づ
れ

と
と
も
に
水
の
恋
し
い
季
節
と
な

り
ま
す
。

と
こ
ろ
が
毎
年
こ
の
水
泳
シ
ー

ズ
ン
に
は
、
悲
し
い
水
の
事
故
が

多
く
で
て
い
ま
す
。

昨
年
の
七
月
、
八
月
の
二
か
月

に
、
県
下
で
水
死
し
た
人
は
三
六

人
、
こ
の
う
ち
二
二
人
は
二
十
歳

未
満
の
小
さ
い
こ
ど
も
で
す
。

昨
年
の
長
門
署
管
内
で
も
、
三

人
が
水
死
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
、

親
の
注
意
が
な
り
な
か
っ
た
り
、

あ
ぷ
な
い
場
所
で
の
水
遊
び
が
原

因
。こ

と
し
こ
そ
は
、
じ
ゆ
う
分
注

意
し
、
こ
ど
も
た
ち
を
水
の
事
故

か
ら
ま
も
っ
て
や
り
ま
し
よ
う
。

・
　
小
さ
な
こ
ど
も
は
、
小
川
や

池
な
ど
の
附
近
で
は
遊
ば
せ
な

い
。

・
　
水
泳
禁
止
区
域
で
は
、
絶
対

に
泳
が
せ
な
い
。

・
　
水
泳
に
行
く
と
き
は
、
必
ら

ず
家
の
人
に
っ
げ
て
行
く
。

・
　
一
人
で
泳
ぎ
に
行
か
な
い
。

こ
れ
ら
は
、
だ
れ
で
も
よ
く
知

っ
て
い
る
こ
と
で
す
が
、
水
の
事

故
の
ほ
と
ん
ど
が
こ
う
し
た
こ
と

を
お
ろ
そ
か
に
し
た
結
果
起
っ
て

い
ま
す
。

７
月
1
0
日
1
0
時
か
ら

人
権
心
配
ご
と
相
談
所

長
門
市
中
央
公
民
館

山
口
地
方
法
務
局
萩
支
局
、
萩

人
権
擁
護
委
員
協
議
会
が
主
催
で

人
権
心
配
ご
と
相
談
所
（
無
料
）

を
て

三
　
七
、
九
、
十
一
の
各

月
の
十
日
に
ひ
ら
い
て
い
ま
す
。

七
月
十
日
は
、
中
央
公
民
館
で

午
前
十
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
。

★
棚
談
の
同
容

・
特
別
公
務
員
、
一
般
公
務
員
の

職
権
ら
ん
用
。

・
教
職
ほ
の
児
童
生
徒
に
対
す
る

体
罰
。

・
暴
力
行
為
、
人
身
売
買
。

・
生
活
権
お
よ
び
居
住
権
参
政
権

の
侵
害
。

・
村
八
分
。

・
法
律
相
談
そ
の
他
。

★
相
談
に
の
る
人

法
務
局
職
員
、
人
権
擁
護
委
員

「
新
潟
地
震
」
被
災

者
に
愛
の
手
を

さ
る
六
月
十
六
日
、
新
潟
地
震

は
、
各
地
に
大
被
害
を
も
た
ら
し

多
く
の
被
災
者
を
出
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
被
害
者
の
方
々
に
、
一

日
も
は
や
く
復
興
に
立
ち
あ
が
ら

れ
る
よ
う
、
愛
の
義
え
ん
金
品
を

受
付
け
て
い
ま
す
。

受
付
場
所
　
日
赤
山
口
県
支
部
長

門
市
地
区
（
福
祉
事
務

所
内
）

受
付
期
間
　
７
月
1
7日
ま
で

新
潟
地
震
義
え
ん

金
品
ご
寄
贈
者

敬
称
略

深
川
養
鶏
農
業
協
同
組
合
職
員
一

同

市
内
某
衣
料
品
店
職
員
一
同
。

坂
口
静
子
（
通
三
区
）

山
口
県
体
育
協
会
長
門
支
部
。

老
人
ホ
ー
ム
へ
放

送
設
備
を
寄
贈

香
典
返
し
と

普
喜
さ
ん
が

さ
る
六
月
十
二
日
、
長
門
市
長

寿
園
（
入
園
者
四
二
名
）
に
、
放

送
設
備
の
寄
贈
が
あ
り
、
入
園
者

た
ち
か
ら
よ
ろ
こ
ば
れ
て
い
ま
す

こ
の
寄
贈
者
は
、
正
明
市
一
区

普
喜
敏
子
さ
ん
で
、
な
く
な
ら
れ

た
ご
主
人
良
衛
さ
ん
の
香
典
返
し

と
し
て
ね
く
ら
れ
た
も
の
。

放
送
設
備
は
、
マ
イ
ク
一
式
に

各
廊
下
と
娯
楽
室
に
そ
れ
ぞ
れ
ス

ピ
ー
カ
ー
が
と
り
っ
け
て
あ
り
、

食
事
の
用
意
が
で
き
れ
ば
、
ス
ピ

ー
カ
ー
を
通
じ
知
ら
さ
れ
、
ま
た

娯
楽
室
で
は
、
の
ど
自
懆
も
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

自
衛
艦
で
青

海
島
巡
り

延
べ
約
六
0
0
人
が
試
乗

さ
る
六
月
十

八
日
、
海
上
自

衛
隊
吉
見
基
地

の
掃
海
艇
（
う

じ
し
ま
、
も
ろ

し
ま
各
三
一
〇

ト
ン
）
二
隻
で

青
海
島
巡
り
の

体
験
航
海
が
実

施
さ
れ
た
。

こ
の
日
は
、

絶
好
の
お
天
気

久
し
ぶ
り
に
自

衛
艦
を
見
ん
も

の
と
、
朝
早
く

か
ら
乗
船
希
望

者
が
お
し
か
け

午
前
中
二
回
、

午
后
一
回
あ
わ

せ
て
約
六
〇
〇

人
が
自
衛
艦
で

青
海
島
巡
り
を
た
の
し
み
ま
し
た

乗
船
者
は
、
防
府
市
な
ど
市
外

か
ら
の
人
も
あ
り
、
日
置
農
高
三

年
生
や
水
産
高
校
一
年
生
な
ど
の

団
体
と
く
に
ご
婦
人
の
多
い
の
が

め
だ
ち
ま
し
た
。

（
写
真
は
、
自
衛
艦
上
で
係
員
の

説
明
を
熱
心
に
聞
く
乗
船
者
た
ち

）

仙
崎
婦
人
会
友
情
の
義
え
ん
金

同
じ
婦
人
と
し
て
ガ
ン
バ
ツ
テ

新
潟
、
両
津
両
市
へ
送
金

仙
崎
婦
人
会
（
松
浦
千
代
子
会

長
ほ
か
一
二
六
一
名
）
は
、
さ
る

六
月
一
六
日
新
潟
地
方
を
お
そ
っ

た
地
震
で
多
く
の
被
災
者
を
出
し

た
、
新
潟
市
と
両
津
市
あ
て
、
義

え
ん
金
に
お
見
舞
い
の
手
紙
を
そ

え
て
、
こ
の
ほ
ど
発
送
し
ま
し
た

新
潟
地
震
の
ニ
ュ
ー
ス
を
聞
い

た
仙
崎
婦
人
会
員
の
み
な
さ
ん
が

市
内
の
ト
ッ
プ
を
き
っ
て
第
一
回

分
と
し
て
街
頭
募
金
を
し
、
ま
た

会
員
の
持
ち
寄
っ
た
お
金
約
七
万

円
と
「
同
じ
婦
人
の
立
場
と
し
て

ガ
ン
バ
ツ
テ
…
…
」
と
お
見
舞
の

手
紙
を
そ
え
て
お
く
っ
た
も
の
。

「
新
潟
市
と
両
津
市
は
、
と
も
に

こ
と
し
て
新
潟
国
体
で
、
長
門
市

選
手
が
、
た
い
へ
ん
お
世
話
に
な

り
、
そ
の
お
礼
の
一
部
と
、
ま
た

家
庭
を
ま
も
ろ
主
婦
の
立
場
と
し

て
何
か
の
お
役
に
立
で
は
・：
…
」

と
、
松
浦
婦
人
会
長
は
語
っ
て
い

ま
す
。

・
ハ
ボ
マ
イ
、
シ
コ
タ
ン
、
ク
ナ

シ
リ
、
エ
ト
ロ
フ
（
ソ
連
領
）

に
墓
の
あ
る
人
へ
。

総
理
府
が
、
北
方
地
域
（
ハ
ボ

マ
イ
、
シ
コ
タ
ン
、
ク
ナ
シ
リ
、

エ
ト
ロ
フ
）
に
墓
を
お
持
ち
の
方

を
調
査
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
り
地
域
に
遺
骨
を
残

し
て
き
た
方
や
こ
れ
ら
の
親
族
に

つ
い
て
も
あ
わ
せ
て
調
査
し
ま
す

お
こ
こ
ろ
あ
た
り
の
方
は
、
７

月
５
日
ま
で
に
、
福
祉
事
務
所
ま

で
ご
連
絡
下
さ
い
。

・
自
衛
隊
父
兄
会
総
会

７
月
３
日
午
前
９
時
か
ら

中
央
公
民
館
小
講
堂

職
業
訓
練
生
徒
募
集

県
立
豊
北
職
業
訓
練
所
は
、
八

月
か
ら
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
科
を
増

設
し
。
次
の
要
領
で
生
徒
を
募
集

し
ま
す
。

（
訓
練
職
種
）

ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
科
（
ラ
ジ

オ
、
テ
レ
ビ
受
信
像
機
、
類

似
機
器
の
組
立
修
理
、
調
整

設
計
の
技
能
）

（
訓
練
期
間
）
　
　
　一
ヵ
年

（
定
員
）
　
　
　
　

三
〇
名

（
応
募
資
格
）

義
務
教
育
終
了
者
で
あ
れ
ば

年
令
男
女
を
と
わ
な
い
。

（
入
所
願
の
受
付
期
限
）

７
月
2
0日
ま
で

（
選
考
日
と
方
法
）

７
月
2
3日
に
県
立
豊
北
職
業

訓
練
所
（
豊
北
町
粟
野
）
で

適
正
検
査
と
面
接
。

（
合
格
発
表
）
　
　
７
月
2
7日

（
入
所
期
日
）
　
　
８
月
３
日

（
そ
の
他
）

イ
受
験
料
、
授
業
料
不
要

口
寄
宿
舎
の
設
備
あ
り

（
失
業
保
険
受
給
者
は
訓
練
終

了
ま
で
給
付
が
延
長

二
く
わ
し
い
こ
と
は
、
返
信
料

を
つ
け
て
、
豊
北
町
粟
野
、

山
口
県
立
豊
北
職
業
訓
練
所

へ
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

景
気
調
整
対
策
資

金
特
別
融
資
保
証

申
込
み
８
月
末
ま
で

（
対
象
）

商
業
、
工
業
、
鉱
業
、
運
送
業

そ
の
他
（
中
小
企
業
者
）

（
融
資
保
証
の
条
件
）

一
企
業
者
当
り

個
人
、
法
人
　
二
〇
〇
万
円

組
合
　
　
　
　

五
〇
〇
万
円

（
保
証
利
率
）
　
年
二
分
以
内

（
申
込
み
期
間
）

８
月
3
1日
ま
で

（
そ
の
他
）

く
わ
し
い
こ
と
は
市
商
工
観

光
課
へ
。

香
典
返
し

仙
崎
幸
町
　
境
井
道
之
さ
ん

お
わ
び

「
親
の
反
省
五
十
則
」
　「
市
民
の

こ
え
」
は
紙
面
の
都
合
で
、
今
回

休
み
ま
し
た
。
（
編
集
人
）

た
ば
こ
は

市
内
で

買
い
ま
し
よ
う

あ
な
た
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を

お
き
か
せ
く
だ
さ
い

内
容
は
公
明
選
挙
推
進

わ
た
く
し
た
ち
の
生
活
を
、
豊
か
で
楽
し
い
も
の
に
す
る
に
は

ま
ず
、
政
治
を
り
つ
ぱ
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
り
つ
ぱ

な
政
治
は
、
あ
か
る
く
正
し
い
選
挙
に
よ
り
う
ま
れ
ま
す
。

あ
か
る
く
正
し
い
選
挙
は
、
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
実
現
で
き
る

か
、
み
な
さ
ん
の
、
お
智
恵
を
拝
借
。

（
応
募
規
定
）

▲
内
容
　
公
明
選
挙
は
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
か
。

▲
応
募
資
格
　
ど
な
た
で
も
結
構

▲
送
り
先
と
メ
切
り
日
　
長
門
市
役
所
内
、
長
門
市
選
挙
管
理

委
員
会
あ
て
、
　
　
七
月
三
十
一
日
ま
で
必
着
。

▲
応
募
作
品
の
要
領
　
様
式
は
自
由
、
作
品
に
は
、
住
所
、
氏
名

年
令
を
必
ず
記
入
の
こ
と
（
応
募
作
品
は
お
返
し
し
ま
せ
ん

。
）

▲
賞
審
査
の
結
果
、
優
秀
作
品
十
編
に
賞
品
を
し
差
上
げ
ま
す
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